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一 般 質 問 通 告 書 

 

                             令和 ５年１１月１４日 

 

議 会 議 長  様 

 

                          議席番号    １４    番  

 

議員氏名  平 川 忠 良    

 

質 問 事 項  質 問 要 旨 指定答弁者 

１．こども医療費

支給年齢１８歳

まで、入院・通

院両方に拡大を  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県議会９月定例会で大野知事は、未就学児までと 

している県のこども医療費助成の対象を２０２４年度 

から通院は小学３年生まで、入院は中学３年生までに拡大

する方針を示しました。そこで、以下伺います。 

（１）現状で、１８歳まで通院も無料の対象にした場合に

かかる追加費用は。 

（２）県のこども医療費助成を加味した上で、当町のこど

も医療費の支給年齢を１８歳まで、入院・通院の両方

に拡大した場合に、令和５年度当初予算ベースで算出

した町の負担額は。 

（３）令和６年度、こども医療費支給年齢を１８歳まで、 

  入院・通院両方に拡大する考えは。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

副町長 

子育て支援課長

担当課長 

 

                    １１月１４日 午前・午後 ２時４０分 受理 
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質 問 事 項  質 問 要 旨 指定答弁者 

２． 杉戸町デジタ

ル・トランスフ

ォーメーション

（ＤＸ）推進計

画の進捗は 

 

令和５年３月に杉戸町デジタル・トランスフォーメー 

ション（ＤＸ）推進計画が策定されました。同計画には、

「計画の実行にあたっては、デジタル技術を活用すること

により、住民の利便性向上や行政業務の効率化を図り、 

持続的かつ安定的に住民サービスを提供し続ける環境の

構築を目指します。」とあります。そこで、以下伺います。 

（１）ペーパーレス化の推進について、文書管理システム

等の導入により、行政文書のペーパーレス化を図ると

している。 

① 具体的な内容と、スケジュールは。 

② ペーパーレス化は議会としても課題である。議案資

料や送付される様々な文書が膨大であるため、ペーパ

ーレス化を図ることにより、その印刷製本等に係る費

用や職員の事務量の削減にもつながる。 

また、タブレット端末によるペーパーレス会議シス

テムの導入により、ＤＸ化を推進している自治体が多

く、議会としても検討を行っている。 

杉戸町においても、早期導入を要望するが、見解は。 

（２）ＡＩを用いた音声文字起こしツールを令和５年度 

予算１５万５，７６０円で導入している。 

① 取組の成果は。 

② マイクで音を拾う環境にもよるが、結局うまくいか

ず、議事録を委託しているケースがあるが、見直す

考えは。 

（３）電子申請サービスの拡充について、「２７手続（子

育て、介護、被災者支援関係）の電子申請の開始を検

討します。」とあるが、進捗やスケジュールは。 

 

町長 

副町長 

デジタル推進室長 

担当課長 
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質 問 事 項  質 問 要 旨 指定答弁者 

３．アグリパーク

ゆめすぎと集客

力強化策は 

アグリパークゆめすぎとは施設開園から２２年が経過

し、建物の老朽化、そしてコロナ禍により経営が思うよう

にいかないことなど、様々な課題に直面してきました。杉

戸町の観光・交流拠点として重要な役割を果たし続けるに

は、施設の有効活用や売り上げアップにつながる取組が重

要です。そこで、以下伺います。 

（１）令和５年度事業計画から 

① 今まで懸案事項のガラス温室の利用について企業と

調整を行い、本年度中に有効活用を図るとしている

が、見通しは。 

② 新規事業で、アグリパークオリジナル商品開発、販

売とあるが、実績は。 

③ 贈答用の花のカタログ販売等の検討は。 

④ 杉戸産農産物を使用した総菜メニューを開発、店内

冷蔵庫での販売実績は。 

⑤ ②から④は新規事業ですが、情報発信の方法は。 

（２）公共下水道工事を今年度実施していますが、アグリ

パークゆめすぎと園内全てのトイレを公共下水道に

接続するのか。 

（３）令和４年度における「みはらしの丘・あいガモ池」

周辺の活用は、４回のドッグイベントであった。宿泊

施設としてトレーラーハウスの提案が以前あったが、

それも踏まえての活用方法の検討は。 

（４）アグリパークゆめすぎとの魅力の情報発信で、ホー

ムページやＳＮＳを活用しているが、見直しや新しく

取り組んだことは。 

町長 

副町長 

産業振興課長 

担当課長 

 

 


